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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが複数の検索キーを指定する検索キー指定部と、
　各検索キーに対応づけられた特徴量ベクトルを抽出する特徴量抽出部と、
　前記複数の検索キーに対応づけられた複数の前記特徴量ベクトルについて、対応し合う
要素間の平均距離を比較し、小さい方から規定個の特徴量ベクトルの要素を検索に用いる
検索特徴量として選択する検索特徴量選択部と、
　前記検索特徴量を検索実行キーとして、情報格納部を検索する検索部と、
　各検索キーの特徴量ベクトルの要素のうち、前記検索特徴量として抽出されなかった特
徴量ベクトルの要素を分類配置特徴量として選択する分類配置特徴量選択部と、
　前記分類配置特徴量を分類配置の特徴として用いて前記検索部の検索により得られたデ
ータを分類配置する分類配置部と、
　前記分類配置部による分類配置にしたがって前記データを表示する表示部を備えたこと
を特徴とする情報検索システム。
【請求項２】
　前記分類配置特徴量選択部は、前記分類配置特徴量として、前記検索結果に対する分散
が高い特徴量ベクトルの要素を規定個選択する請求項１に記載の情報検索システム。
【請求項３】
　前記検索キーの指定において、利用者が、前記指定した各検索キーを平面上に配置し、
　前記検索特徴量選択部は、検索キー間の特徴量ベクトル要素の比が前記平面上に配置さ
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れた検索キー間の相対的距離比と近い特徴量ベクトル要素を規定数選び、前記検索特徴量
として選択する請求項１に記載の情報検索システム。
【請求項４】
　前記分類配置部は、前記検索キーとして指定された情報の分類配置位置を指定する分類
配置位置指定部を備え、
　前記検索部により得られたデータの分類配置において、前記分類配置部は、前記検索キ
ーとして指定された情報を、前記分類配置位置指定部で指定された分類配置位置に固定す
る請求項１に記載の情報検索システム。
【請求項５】
　前記検索特徴量選択部と前記分類配置特徴量選択部が、ユーザが選択した検索キーの履
歴情報を保持し、参照すべき情報検索処理の範囲の指定を受け、前記検索特徴量選択部は
、検索特徴量の選択にあたり、参照すべき情報検索処理の範囲において前記履歴情報が示
すユーザが選択した検索キーも加えて検索特徴量を選択し、前記分類配置特徴量選択部は
、参照すべき情報検索処理の範囲において前記履歴情報が示すユーザが選択した検索キー
も加えて分類配置の特徴として利用する分類配置特徴量を選択する請求項１に記載の情報
検索システム。
【請求項６】
　前記表示部が、分類配置された検索結果を仮想的な三次元空間における任意の表示視点
から見た状態として表示する機能と、
　利用者による前記表示視点の変更操作を受け付け、仮想的な三次元空間のウォークスル
ーを可能とする機能を備え、
　前記検索キー指定部は、前記表示視点の位置との距離が規定値以内となった情報を利用
者が選択した検索キーとみなす請求項１に記載の情報検索システム。
【請求項７】
　前記検索キー指定部において、利用者が指定する検索キーがサムネイル画像であり、
　前記特徴量抽出部は、検索キーとして指定されたサムネイル画像に対応する原画像に対
応づけられた画像特徴量を特徴量として抽出する請求項１から６のいずれかに記載の情報
検索システム。
【請求項８】
　コンピュータが実行する情報検索方法であって、
　前記コンピュータの検索キー指定部が、ユーザから複数の検索キーの指定を受け、
　前記コンピュータの特徴量抽出部が、各検索キーに対応づけられた特徴量ベクトルを抽
出し、
　前記コンピュータの検索特徴量選択部が、前記複数の検索キーに対応づけられた複数の
前記特徴量ベクトルについて、対応し合う要素間の平均距離を比較し、小さい方から規定
個の特徴量ベクトルの要素を検索に用いる検索特徴量として選択し、
　前記コンピュータの検索部が、前記検索特徴量を検索実行キーとして、情報格納部を検
索し、
　前記コンピュータの分類配置特徴量選択部が、各検索キーの特徴量ベクトルの要素のう
ち、前記検索特徴量として抽出されなかった特徴量ベクトルの要素を分類配置特徴量とし
て選択し、
　前記コンピュータの分類配置部が、前記分類配置特徴量を分類配置の特徴として用いて
前記検索部の検索により得られたデータを分類配置し、
　前記コンピュータの表示部が、前記分類配置部による分類配置にしたがって前記データ
を表示することを特徴とする情報検索方法。
【請求項９】
　コンピュータに情報検索処理を実行させる情報検索処理プログラムであって、
　ユーザから複数の検索キーの指定を受け付ける検索キー指定処理と、
　各検索キーに対応づけられた特徴量ベクトルを抽出する特徴量抽出処理と、
　前記複数の検索キーに対応づけられた複数の前記特徴量ベクトルについて、対応し合う
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要素間の平均距離を比較し、小さい方から規定個の特徴量ベクトルの要素を検索に用いる
検索特徴量として選択する検索特徴量選択処理と、
　前記検索特徴量を検索実行キーとして、情報格納部を検索する検索処理と、
　各検索キーの特徴量ベクトルの要素のうち、前記検索特徴量として抽出されなかった特
徴量ベクトルの要素を分類配置特徴量として選択する分類配置特徴量選択処理と、
　前記分類配置特徴量を分類配置の特徴として用いて前記検索処理により得られたデータ
を分類配置する分類配置処理と、
　前記分類配置処理による分類配置にしたがって前記データを表示する表示処理とをコン
ピュータに実行させる情報検索処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、テキストデータあるいは画像データなどの大量の情報からユーザが所望の情報
に近いと思う複数の情報をキーとして指定し、指定された複数の検索キー集合の特徴に基
づいて検索し、検索結果を類似した情報同士ほど近くに集まるように表示画面上に配置し
て表示することで、ユーザが所望の情報を素早く探すことが可能な情報検索システムに関
する。
【０００２】
【従来の技術】
大量の情報から所望の情報を検索する従来の情報検索システムでは、検索要求と検索対象
の情報とを照合し、適合度が高い順に並べたリストとして検索結果を表示する。この場合
、適切な検索要求を与えなければ精度の高い検索結果は得られない。検索対象が画像情報
である場合などは、一般的に、利用者が適切な検索要求を想起して指定するのは困難であ
り、曖昧な検索要求を入力することが多い。そのため所望の情報を見つけるためには大量
の検索結果を取得して、その中身を目視して判断する必要があり、多大な労力を要してい
た。
【０００３】
検索キー選択の技術として、検索結果の情報を各々の特徴を表す特徴量に基づいて仮想的
な３次元空間に視覚的に配置表示することで、検索の効率化をはかる技術が特開2000-250
943号公報に開示されている。この技術では、表示画面に表示されている情報の中から利
用者が選択した一つの検索キーが検索要求として用いられる。この場合、検索キーや検索
対象の情報の内容を特徴量ベクトル値として表し、特徴量ベクトル値間の差で情報間の類
似度を計算して適合度を求める。その際、特徴量ベクトルの要素は均一に扱われている。
【０００４】
また、検索結果の分類配置の技術として、２つあるいは３つの特徴量を時間的に変更しな
がら、それら特徴量が張る軸で構成される２次元あるいは３次元の空間上で情報集合を一
覧表示することで、閲覧の効率化をはかる技術が特開2000-29885号公報に開示されている
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
利用者が所望の情報に近いとして検索キーを選択するとき、特徴量ベクトルの要素の一部
に注目していることが多い。従って、真にユーザが求める情報を高い精度で検索して得る
ためには、ユーザが注目している特徴量ベクトルの要素を的確に推定し、注目している特
徴量ベクトルの要素のみを用いて検索する必要がある。特開2000-250943号公報記載の技
術では特徴量ベクトルの要素は均一であるため、適切な検索キーの選択ができない。
【０００６】
また、異なる種類の特徴量を用いる場合は、同様にその中でユーザが注目する特徴量のみ
を用いて検索する必要がある。これに対し、異なる種類の特徴量を用いる場合に、ユーザ
が選択した複数の検索キーの特徴量の中で、同種の特徴量同士の差を求め、差が小さい特
徴量を検索に用いる特徴量とする技術が、特開平11-238078号公報に開示されている。こ
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こで、検索結果の一覧性を高め、閲覧効率を向上させるためには、類似した情報同士ほど
近くに集まるように配置する必要があり、さらに、情報は検索結果表示画面上において適
切に分散していることが好ましい。配置の分散が高いほど、共通の特徴を持った情報の塊
が現れやすくなり、閲覧の効率化が図られるためである。しかしながら、上記の特開平11
-238078号記載の技術では、検索に用いる特徴量を選別する方法は開示されているものの
、検索結果をユーザに表示するための分類配置に用いる特徴量の選別方法には言及してい
ない。分類配置に用いる特徴量として検索に用いた特徴量を選択すると、検索結果は当該
特徴量に対して類似しているので適切に検索結果が分散することができない。この問題は
、一つの特徴量のみを用いる場合の、特徴量のベクトル表現における要素の選択でも同様
である。
【０００７】
また、上記の特開2000-29885号記載の技術では、分類配置表示において、空間軸に使用す
る特徴量を時間的に変更することで、特徴量選択の問題に代替的に対処している。しかし
ながら、特徴量の時間的な変更はユーザの意図とは無関係であり、意図に合った特徴量が
選ばれるまで待たされるという問題があり、必ずしも利用者の意図に合った特徴量による
検索を行うことはできない。
【０００８】
本発明は、上記課題を解決すべく、検索にあたっては、ユーザが選択した複数の検索キー
に基づいて検索に用いる情報を適切に選択し、当該選択された情報を用いて検索を実行し
、さらに、検索結果の分類配置にあたっては、選択した検索キーに基づいて分類配置に用
いる情報を適切に選択して検索結果を分類配置することにより、ユーザの検索意図に合っ
た検索結果表示画面を生成し、効率的な検索を可能とすることを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明の情報検索システムは、ユーザが複数の検索キーを指
定する検索キー指定部と、各検索キーに対応づけられた特徴量ベクトルを抽出する特徴量
抽出部と、前記特徴量ベクトルの対応し合う要素間の平均距離を比較し、小さい方から規
定個の特徴量ベクトルの要素を検索に用いる検索特徴量として選択する検索特徴量選択部
と、前記検索特徴量を検索実行キーとして、情報格納部を検索する検索部と、各検索キー
の特徴量ベクトルの要素のうち、前記検索特徴量として抽出されなかった特徴量ベクトル
の要素を分類配置特徴量として選択する分類配置特徴量選択部と、前記分類配置特徴量を
分類配置の特徴として用いて前記検索結果を分類配置する分類配置部と、前記分類配置結
果を表示する表示部を備えたことを特徴とする。
【００１０】
上記構成により、検索において、特徴量の中でユーザが注目する特徴量ベクトル要素のみ
を使うことでユーザの意図に合った精度の高い検索が可能であり、かつ、検索結果の分類
配置において検索で用いた特徴量ベクトル要素を除いた特徴量ベクトル要素を用いるので
適切に検索結果を分散させることができ、一覧性の高い配置で検索結果の表示が可能とな
る。
【００１１】
なお、分類配置特徴量選択部が、分類配置特徴量として、前記検索結果に対する分散が高
い特徴量ベクトルの要素を規定個選択することで一覧性の高い配置で検索結果の表示が可
能となる。
【００１２】
次に、検索キーの指定において、利用者が、前記指定した各検索キーを平面上に配置し、
前記検索特徴量選択部は、検索キー間の特徴量ベクトル要素の比が前記平面上に配置され
た検索キー間の相対的な距離比と近い特徴量ベクトル要素を規定数選び、前記検索特徴量
として選択することが好ましい。
【００１３】
上記構成により、複数の検索キー間の類似関係を検索や分類配置に反映することが可能と
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なり、検索キーとして指定する特徴量の重み付けを行うことができ、ユーザが特徴量間の
類似関係を意図している場合に高い精度で検索することができる。
【００１４】
なお、分類配置において、検索キーとして指定した情報の分類配置位置を指定することが
できれば、ユーザが検索キーとして指定した個々の情報と他の検索結果である情報との関
係に興味があるときに、分類配置表示画面における各情報の相対的関係が分かりやすくな
る。
【００１５】
また、分類配置表示画面において、いわゆるウォークスルー技術を適用できれば、検索結
果の閲覧が行い易くなり、また、前記検索キー指定部が、前記表示視点の位置との距離が
規定値以内となった配置情報を利用者が選択した検索キーとみなすことにより、検索キー
指定が速やかに行うことができる。
【００１６】
また、検索にあたり、過去の検索処理のうち、参照すべき検索処理の範囲を指定し、その
履歴情報を用いつつ検索処理を実行できれば、一度の検索では十分な精度が出ないときで
も、いわゆる試行錯誤的に、検索対象を絞り込んで行くことができ、検索精度を上げるこ
とができる。
【００１７】
なお、上記の構成において、前記検索キー指定部において、利用者が指定する検索キーが
サムネイル画像であり、前記特徴量抽出部は、検索キーとして指定されたサムネイル画像
に対応する原画像に対応づけられた画像特徴量を特徴量として抽出することが好ましい。
【００１８】
検索処理においては、サムネイル画像を用いた方が、閲覧性に優れていることが多いから
である。
【００１９】
なお、上記の情報検索システムを実現する処理ステップを備えた処理プログラムコードを
提供することができ、当該処理プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体から処理プログラムを読み込むことにより、コンピュータを用いて構築することができ
る。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明の実施形態１にかかる情報検索システムを述べる。
【００２１】
実施形態１にかかる情報検索システムは、複数の検索キーの特徴量ベクトル要素のうち、
対応し合う特徴量ベクトル要素同士の平均距離が小さいものを規定個検索特徴量として選
択し、検索特徴量とされた特徴量ベクトル値を検索実行キーとして、情報格納部を検索し
、分類配置においては、検索特徴量として抽出されなかった特徴量ベクトル要素を分類配
置特徴量として選択して分類配置を行うものである。この例では、テキストデータあるい
は画像データからサムネイル画像を生成し、検索結果としてサムネイル画像を分類配置し
、利用者の閲覧に供する例とする。
【００２２】
図１は実施形態１にかかる情報検索システムの構成例を示す図である。
【００２３】
情報格納部１０は、検索対象となる情報を格納している部分である。この例では検索対象
情報がテキストデータあるいは画像データであり、それら情報が格納されている。
【００２４】
サムネイル生成部１３は、情報格納部１０に格納されたテキストデータあるいは画像デー
タからサムネイルを生成する部分である。
【００２５】
データを表示するために用いるサムネイルとしては、画像データの場合、画像データその
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もの、あるいは、その縮小画像がある。また、テキストデータの場合、図書ならば書名、
その他文書ならばタイトル、あるいは、ファイル名などがある。これらを含め、データの
中身を判断できる情報を視覚的に表すものであればよい。
【００２６】
表示部１４は、検索結果として分類配置された情報を表示する部分である。この例では、
検索されたテキストデータあるいは画像データに対応するサムネイルを表示する部分であ
る。また、検索キー指定部１５における検索キーの指定の際にサムネイルを用いる場合、
表示部１４に表示されたサムネイルを利用することも可能である。
【００２７】
検索キー指定部１５は、ユーザが複数の検索キーを指定する部分である。この例では、検
索キーがサムネイル画像であり、検索キーの指定方法として、表示部１４により表示され
たサムネイルから所望の情報に近い複数の情報を選択することとし、検索キー指定部１５
は、表示部１４上に表示されたサムネイルを指定する手段を利用者に提供する。
【００２８】
特徴量抽出部１６は、検索キー指定部１５により指定された各検索キーに対応づけられた
特徴量を抽出する部分である。この例では、利用者が指定した検索キーとしたサムネイル
に対応するテキストデータあるいは画像情報の内容を特徴付ける特徴量ベクトルの値を特
徴量として抽出する。
【００２９】
特徴量としては、画像データの場合、画像中の画素についてＲＧＢ色空間やＨＳＶ色空間
を分割したときの各ブロックに含まれる画素の割合である色ヒストグラムや画像を縦横格
子状に分割したときの各ブロックの平均色を並べた色空間分布などがある。また、テキス
トデータの場合、含まれる単語の頻度分布などがある。これらを含め、データの特徴を表
すベクトル値であればよい。
【００３０】
検索特徴量選択部１７は、検索キー指定部１５を介して指定された複数の検索キーの特徴
量ベクトル要素のうち、特徴量ベクトルの対応し合う要素間の平均距離を比較し、小さい
方から規定個の特徴量ベクトルの要素を検索に用いる検索特徴量として選択する部分であ
る。検索特徴量選択部１７は、複数の検索キー画像の特徴量ベクトル要素同士を比較して
平均距離を算出し、その平均距離が小さいものから規定数の特徴量ベクトル要素を、検索
特徴量として選択する。
【００３１】
検索部１８は、検索特徴量選択部１７により選択された検索特徴量を検索実行キーとして
用いて、情報格納部１０を検索する部分である。この例では、検索特徴量となった特徴量
ベクトル要素のみに着目し、情報格納部１０に格納されたテキストデータあるいは画像デ
ータの当該特徴量ベクトル値とを比較し、両者間の差が小さい方から順に規定数個のテキ
ストデータあるいは画像データを検索結果として情報格納部１０から取得する。
【００３２】
分類配置特徴量選択部１９は、検索部１８により取得された検索結果の特徴量について、
検索特徴量選択部１７により選択された検索特徴量以外の特徴量ベクトル要素に着目し、
検索結果の情報集合内での分散が高い方から規定数個の特徴量ベクトル要素を分類配置特
徴量として選択する。この例では、検索特徴量として選択されなかった特徴量ベクトル要
素のみに着目し、検索結果のテキストデータあるいは画像データ集合内での分散が高い方
から規定数個の特徴量ベクトル要素を分類配置特徴量として選択する。
【００３３】
分類配置部２０は、検索部１８により検索された情報を、分類配置特徴量のみに着目して
情報間の差が小さいほど近くに集まるよう平面上に配置し、結果をサムネイル生成部１３
により生成したサムネイルによって表示部１４を介して利用者に表示する。
【００３４】
次に、上記情報検索システムの処理の流れを図２～図７のフローチャートを参照しつつ説
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明する。
【００３５】
処理に先立ち、あらかじめ、情報格納部１０に格納されているすべてのテキストデータあ
るいは画像データから、ベクトル値として数量化された特徴量を抽出して保持しておく。
また、処理に先立ち、サムネイル生成手段１３により情報格納部１０に格納されたテキス
トデータあるいは画像データからサムネイルを生成しておく。
【００３６】
まず、利用者が複数の検索キーを選択する（ステップＳ２０１）。このステップＳ２０１
の詳細ステップを図３のフローチャートとして示している。
【００３７】
この例では、表示部１４によってサムネイルの一覧が表示されている画面上で、検索キー
として選択したいデータを画面上の位置で指定する。表示部１４の画面上での位置の指定
方法としては、例えば、操作入力装置としてマウスを用い、マウスをクリックしたときの
カーソルの現在位置とする方法がある。検索キー情報として選択するデータを表すサムネ
イルを表示装置の表示面上の位置で操作入力装置により指定する（ステップＳ２０１－１
）。
【００３８】
検索キー指定部１５は、指定された位置から対応するデータを検索キーとして特定する（
ステップＳ２０１－２）。２つ以上の検索キーが選択された上で検索キー指定部１５に対
して利用者から検索キー選択終了が指示されると検索キー選択処理を終了する（ステップ
Ｓ２０１－３）。
【００３９】
表示部１４上に示される表示画面の例を模式的に示した図が図８である。図８のように複
数のサムネイルが表示され、利用者がポインティングデバイスなどで検索キーとするサム
ネイルを指定する。この例では、８０１、８０２、８０３の３つのサムネイルが検索キー
として指定されたとする。
【００４０】
次に、検索特徴量を選択する（ステップＳ２０２）。このステップＳ２０２の詳細ステッ
プを図４のフローチャートとして示している。
【００４１】
まず、検索特徴量選択部１７は、特徴量抽出部１６により抽出された検索キーとして選択
された各テキストデータあるいは画像データの特徴量ベクトル値を受け取る（ステップＳ
２０２－１）。なお、処理に先立って、あらかじめ、情報格納部１０に格納されているす
べてのテキストデータあるいは画像データから特徴量ベクトル値を保持しているので当該
保持されている特徴量ベクトル値から該当する特徴量ベクトル値を取り出す。
【００４２】
次に、検索特徴量選択部１７は、取り出した特徴量ベクトル値集合に対し、対応する特徴
量ベクトル要素ごとに差の平均値を計算する（ステップＳ２０２－２）。検索特徴量選択
部１７は、計算した差の平均値が小さい方から規定個の特徴量ベクトル要素のみを残すよ
うに選択する（ステップＳ２０２－３）。
【００４３】
例えば、いま、選択する特徴量ベクトルの要素数をＮとすると、検索キーとして選択され
たデータ集合の特徴量ベクトル値について、同じ位置の特徴量ベクトル値の差の平均値を
各位置ごとに計算し、小さい方からｍ番目までの特徴量ベクトル要素を求める。
【００４４】
例えば、検索キーとされた情報１の特徴量ベクトル値が（Ｄ1(１)，Ｄ2(１)，Ｄ3(１)，
Ｄ4(１)，Ｄ5(１)）であり、検索キーとされた情報２の特徴量ベクトル値が（Ｄ1(２)，
Ｄ2(２)，Ｄ3(２)，Ｄ4(２)，Ｄ5(２)）であり、検索キーとされた情報３の特徴量ベクト
ル値が（Ｄ1(３)，Ｄ2(３)，Ｄ3(３)，Ｄ4(３)，Ｄ5(３)）であるとする。情報１～３ま
での特徴量ベクトルの要素同士を比較して、その平均距離を求める。例えば、各要素同士
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の差の絶対値の平均として（数１）より求める。
【００４５】
【数１】
（｜Ｄi(１)－Ｄi(２)｜＋｜Ｄi(２)－Ｄi(３)｜＋｜Ｄi(３)－Ｄi(１)｜）／３
ここで、ｉ＝１，・・・，５
今、検索特徴量のベクトル要素として選択される規定個が２つとすると、（数１）より求
めた平均距離が小さい方から２つの特徴量ベクトル要素が選ばれる。例えば、Ｄ1，Ｄ5と
する。つまり、情報１から（Ｄ1(１)，Ｄ5(１)）が選択され、情報２から（Ｄ1(２)，Ｄ5

(２)）が選択され、情報３から（Ｄ1(３)，Ｄ5(３)）が検索特徴量として選択される。
【００４６】
次に、検索部１８により選択された検索特徴量を用いて検索を実行する（ステップＳ２０
３）。このステップＳ２０３の詳細ステップを図５のフローチャートとして示している。
【００４７】
検索部１８は、情報格納部１０に格納されているテキストデータあるいは画像データの特
徴量ベクトル値を逐次取り出す（ステップＳ２０３－１）。取り出した特徴量ベクトル値
のうち検索特徴量として選択された特徴量ベクトル要素のもののみを残すよう選択する（
ステップＳ２０３－２）。検索キーの選択された特徴量ベクトル値と情報格納部１０から
取り出した各データの選択された特徴量ベクトル値とを照合し、両者の差をユークリッド
距離として計算し、各検索キーごとに得られた差を求める（ステップＳ２０３－３）。情
報格納部１０に格納されているすべてのデータについて求めた各検索キーごとの差の平均
が小さい順に並べ、先頭から規定個のデータを検索結果とする（ステップＳ２０３－４）
。
【００４８】
図８に示した３つの検索キーから選択された検索特徴量を基に検索した結果を模式的に示
した例が図９である。画像要素９０１がすべての検索結果に含まれている。
【００４９】
次に、分類配置特徴量選択部１９により分類配置特徴量を選択する（ステップＳ２０４）
。このステップＳ２０４の詳細ステップを図６のフローチャートとして示している。
【００５０】
分類配置特徴量選択部１９は、検索結果のデータに対応する特徴量ベクトル値から、検索
時に選択した特徴量ベクトル要素以外の要素の値のみを残すよう選択する（ステップＳ２
０４－１）。ここでは、Ｄ1(ｎ)とＤ5(ｎ)が検索特徴量として選択されていたので、Ｄ2(
ｎ)、Ｄ3(ｎ)、Ｄ4(ｎ)が残る。
【００５１】
次に、選択された特徴量特徴量ベクトル値の集合において対応する特徴量ベクトル値ごと
に分散値を計算する（ステップＳ２０４－２）。各特徴量ベクトル要素について分散値の
高い方から規定個の特徴量ベクトル要素の値のみを残すよう変更し、分類配置特徴量とす
る（ステップＳ２０４－３）。例えば、規定個を２つとし、Ｄ2(ｎ)、Ｄ3(ｎ)が分散特徴
量として選択される。
【００５２】
次に、分類配置部２０は、分類配置特徴量を用いて検索結果を分類配置する（ステップＳ
２０５）。このステップＳ２０５の詳細ステップを図７のフローチャートとして示してい
る。分類配置部２０は、検索結果のデータ集合について対応する特徴量ベクトル値間の差
が小さいほど近くに集まるような平面上の配置を計算する（ステップＳ２０５－１）。分
類配置部２０は、分類配置結果を元にサムネイル生成手段１３によって生成された各デー
タに対応するサムネイルの表示平面上での配置位置を決める（ステップＳ２０５－２）。
例えば、特徴量ベクトル値間の差が小さいほど近くに集まるような平面上の配置の計算方
法としては、自己組織化マップ、多次元尺度構成法などを用いる。
【００５３】
分類配置部２０は、分類配置データを表示部１４に対して出力する（ステップＳ２０５－
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３）。
【００５４】
次に、表示部１４は、分類配置結果に基づきサムネイルを用いて検索結果を表示する（ス
テップＳ２０６）。
【００５５】
図１０は、図９に示したように得られた検索結果を分類配置特徴量を分類配置の特徴とし
て自己組織化マップにより分類配置した模式図である。画像要素９０１を含み、さらに他
の画像要素の有無において似通った画像同士が近くに分類配置されている様子が分かる。
【００５６】
以上、ステップＳ２０１からステップＳ２０６の処理により、情報分類処理を実行する。
【００５７】
ここで、ステップＳ２０１からステップ２０６を繰り返すことが可能であり、このとき、
検索特徴量選択部１７および分類配置特徴量選択部１９は、ユーザが選択した検索キーの
履歴を保持すれば、特徴量の選択処理の時に過去の特徴量選択の情報を利用できる。つま
り、過去の情報検索処理のうち、参照すべき情報検索処理の範囲の指定を受け、検索特徴
量選択部１７は、検索特徴量の選択にあたり、参照の指定を受けた検索処理において利用
された情報も加えて検索特徴量を選択し、分類配置特徴量選択部１９は、参照指定を受け
た検索処理において分類配置の特徴として利用された分類配置特徴量も加えて分類配置の
特徴として利用する分類配置特徴量を選択する。
【００５８】
また、表示部１４が、分類配置された検索結果を仮想的な三次元空間における任意の表示
視点から見た状態として表示する機能と、利用者による表示視点の変更操作を受け付け、
仮想的な三次元空間のウォークスルーを可能とする機能を備えることができる。さらに、
このとき、検索キー指定部１５は、サムネイルに対する視点の位置を表示空間における規
定距離内に移動することで、検索キーの選択操作とすることも可能である。また、検索キ
ー指定部１５は、視点の位置がサムネイルの表示位置を画面の奥行き方向に突き抜けるこ
とで検索キーの選択とみなすことにより、新たにステップＳ２０１からステップ２０６を
繰り返すことが可能である。
【００５９】
以上、本実施形態１の情報検索システムによれば、検索において特徴量の要素の中でユー
ザが注目する要素のみを使うことでユーザの意図に合った精度の高い検索が可能であり、
かつ、検索結果の分類配置において検索で用いた要素を除いた特徴量の中で分散の高い要
素のみを用いることで高速かつ一覧性の高い配置で表示が可能となり、大量な情報を効率
的に検索することができる。
【００６０】
（実施形態２）
実施形態２の情報検索装置は、検索キーの指定において、利用者が、前記指定した各検索
キーを平面上に配置し、検索特徴量選択部は、検索キー間の特徴量の値の比が前記平面上
に配置された検索キー間の配置平面上での相対的な距離比と近い特徴量を規定個選び、前
記検索特徴量として選択するものである。
【００６１】
この例では、利用者は検索キー指定部１５により複数の検索キーを選択後、検索キーに対
応するサムネイルを表示部１４の表示平面上の任意の位置に配置することで、検索キー間
の類似関係を指定できることとする。図１１は、３つの検索キーＡ，Ｂ，Ｃを配置した例
である。この例では、利用者は検索キーＡとＢの間で近く、ＡとＣ、あるいは、ＡとＢの
間では近くないような類似関係を指定している。
【００６２】
検索特徴量選択部１７は、検索特徴量となる特徴量ベクトル要素の選択または検索特徴量
となる種類の特徴量の選択において、まず、対応する特徴量間の差の平均値が規定値以内
の要素を求め、次に、その中で、対応する要素間の差の比を求める。この差の比が、利用
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者が配置したサムネイル間の画面上の差の比と近いほうから規定個の要素を選択する。例
えば、いま、図１１のように、利用者が画面上に配置した検索キーＡＢ間の距離がＬABで
あり、ＢＣ間の距離がＬBCであり、ＣＡ間の距離がＬCAであったとする。また、検索キー
ＡＢ間の特徴量ベクトル値のｉ番目の要素の差がｌｉABであり、ＢＣ間の要素の差がｌｉ

BCであり、ＣＡ間の要素の差がｌｉCAであったとする。このとき、ｉ番目の要素に対する
評価値Ｅｉを（数２）より計算する。この評価値が小さい方から規定個の要素を選択する
。
【００６３】
【数２】

【００６４】
検索特徴量の選択処理以降の、検索部１８での検索処理、分類配置部２０による分類配置
処理、表示部１４での表示処理などは、実施形態１と同様で良い。
【００６５】
以上のように、本実施形態２の情報検索システムによれば、複数の検索キー間の類似関係
を検索特徴量の選択に反映することが可能となり、検索キーの配置を通じて検索キーの特
徴量に対する重み付けを行うことができ、検索キー間の類似関係を利用者の意図に従って
検索処理に反映させ、高い精度で検索することができる。
【００６６】
（実施形態３）
実施形態３の情報検索システムは、分類配置部が、検索キーとして指定された情報の分類
配置位置を指定する分類配置位置指定部を備えたものであり、検索結果の分類配置におい
て、分類配置位置指定部の指定に従い、検索キーとなった情報の分類位置を指定位置とす
ることができるシステムである。
【００６７】
このように、分類配置において、検索キーとして指定した情報の分類配置位置を指定する
ことができれば、ユーザが検索キーとして指定した個々の情報と他の検索結果である情報
との関係に興味があるときに、分類配置表示画面における各情報の相対的関係が分かりや
すくなる。
【００６８】
図１２は、実施形態３の情報検索システムの構成例を示す図である。
【００６９】
分類配置部２０ａは、分類配置位置指定部２１を備えている。利用者は、分類配置位置指
定部２１を介して、検索キーとして選択したデータのうち分類配置位置を固定したい検索
キーを指定し、さらにその表示装置１４上での表示位置を指定する。この検索キーの指定
と表示位置の指定のタイミングは、例えば、検索キー指定部１５を介した検索キーの指定
時とする。
【００７０】
検索部１８による検索処理後、分類配置部２０は、検索結果として得られた情報を分類配
置特徴量により分類配置するが、分類配置位置の固定指定された情報は、その分類配置位
置に固定し、他の情報を自己組織化マップなどによる分類配置を行う。
【００７１】
例えば、実施形態２において説明した、複数の検索キーを平面上に配置することにより検
索キーの特徴量に対する重み付けを行う仕組みと組み合わせた例を示す。利用者が図１１
に示したように、３つの検索キーＡ，Ｂ，Ｃを配置し、さらに、分類配置位置指定部２１
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により、これら３つの検索キーＡ，Ｂ，Ｃの分類配置位置を図１１に示した相対位置にお
いて固定する指定を行う。図１３は当該指定を受けた場合の分類配置の結果を示す図であ
る。３つの検索キーＡ，Ｂ，Ｃのサムネイルが図１１に示した相対位置において固定され
ており、他のサムネイルが自己組織化マップにより分類配置されている。
【００７２】
（実施形態４）
本発明の利用者インタフェースシステムは、上記に説明した構成を実現する処理ステップ
を記述したプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して提供することに
より、各種コンピュータを用いて構築することができる。本発明の利用者インタフェース
システムを実現する処理ステップを備えたプログラムを記録した記録媒体は、図１４に図
示した記録媒体の例に示すように、ＣＤ－ＲＯＭ１００２やフレキシブルディスク１００
３等の可搬型記録媒体１００１だけでなく、ネットワーク上にある記録装置内の記録媒体
１０００や、コンピュータのハードディスクやＲＡＭ等の記録媒体１００５のいずれであ
っても良く、プログラム実行時には、プログラムはコンピュータ１００４上にローディン
グされ、主メモリ上で実行される。
【００７３】
【発明の効果】
本発明の情報検索システムによれば、検索処理において、特徴量の中でユーザが注目する
特徴量ベクトル要素のみを使うことでユーザの意図に合った精度の高い検索が可能であり
、かつ、検索結果の分類配置において検索で用いた特徴量ベクトル要素を除いた特徴量ベ
クトル要素を用いるので適切に検索結果を分散させることができ、一覧性の高い配置で検
索結果の表示が可能となる。
【００７４】
本発明の情報検索システムによれば、検索処理において、特徴量の中でユーザが注目する
種類の特徴量のみを使うことでユーザの意図に合った精度の高い検索が可能であり、かつ
、検索結果の分類配置において検索で用いた特徴量を除いた特徴量のみを用いるので検索
結果が適切に分散することとなり、一覧性の高い配置で検索結果の表示が可能となり、大
量な情報を効率的に検索することができる。
【００７５】
また、分類配置特徴量のうち、検索結果に対する分散が高い特徴量ベクトル要素または特
徴量の種類を選択して分類配置実行に用いるので、一覧性の高い配置で検索結果の表示が
可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態１にかかる情報検索システムの構成例を示す図
【図２】　本発明の情報検索システムの処理の流れを示すフローチャート
【図３】　図２のステップＳ２０１の詳細ステップを示したフローチャート
【図４】　図２のステップＳ２０２の詳細ステップを示したフローチャート
【図５】　図２のステップＳ２０３の詳細ステップを示したフローチャート
【図６】　図２のステップＳ２０４の詳細ステップを示したフローチャート
【図７】　図２のステップＳ２０５の詳細ステップを示したフローチャート
【図８】　表示部１４上に示される表示画面の例を模式的に示した図
【図９】　図８に示した３つの検索キーから選択された検索特徴量を基に検索した結果を
模式的に示した図
【図１０】　図９に示したように得られた検索結果を、分類配置特徴量を分類配置の特徴
として自己組織化マップにより分類配置した模式図
【図１１】　３つの検索キーＡ，Ｂ，Ｃを配置した例を示す図
【図１２】　本発明の実施形態３にかかる情報検索システムの構成例を示す図
【図１３】　指定を受けた場合の分類配置の結果を示す図
【図１４】　本発明の実施形態４にかかる利用者インタフェースシステムを実現する処理
プログラムを記録した記録媒体を示した図
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【符号の説明】
１０　情報格納部
１３　サムネイル生成部
１４　表示部
１５　検索キー指定部
１６　特徴量抽出部
１７　検索特徴量選択部
１８　検索部
１９　分類配置特徴量選択部
２０，２０ａ　分類配置部
２１　分類配置位置指定部
１０００　ネットワーク上にある記録装置内の記録媒体
１００１　可搬型記録媒体
１００２　ＣＤ－ＲＯＭ
１００３　フレキシブルディスク
１００４　コンピュータ
１００５　コンピュータのハードディスクやＲＡＭ等の記録媒体

【図１】 【図２】
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【図９】
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【図１２】
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